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Chang
e!

　Act
ion!

伸びる会社はやっている！
女性活躍推進の鍵は 
「男性の行動変革」

どう変える？どう変わる？
取組み事例から学んでみよう！



女性がどんどん社会の主役になって活躍する姿をイメージした合言葉。
action=行動 activate＝活性 active=元気に actual＝現実に actuate＝動機づけ
5つの「act.」は、女性が生き方に自信と誇りを持って輝ける未来実現のために不可欠のエッセンス。
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6

管
理
職
向
け
の
取
組
み

▼
日
産
自
動
車
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
ツ
ク
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

▼
日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

▼
日
本
発
条
株
式
会
社

育
児
・
介
護
に
か
か
わ
る
社
員
向
け
の
取
組
み

▼
ア
ツ
ギ
株
式
会
社

▼
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

▼
飛
島
建
設
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
フ
ァ
ン
ケ
ル

▼
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

▼
富
士
屋
ホ
テ
ル
株
式
会
社

中
小
企
業
も
熱
視
線
！

男
性
の
行
動
変
革
促
進
の
ス
ス
メ

何
か
ら
始
め
る
？

男
性
の
行
動
変
革
Ｑ
＆
Ａ

か
な
が
わ
女
性
の
活
躍
応
援
団

団
員
一
覧

か
な
が
わ
女
性
の
活
躍

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
一
覧

か
な
が
わ
女
性
の
活
躍
応
援
団

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
岩
田
喜
美
枝
）メ
ッ
セ
ー
ジ
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か
な
が
わ
女
性
の
活
躍
応
援
団

団
長（
神
奈
川
県
知
事
）あ
い
さ
つ

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

「
男
性
の
行
動
変
革
」で
企
業
成
長
！

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

男
性
の
行
動
変
革
を
促
進
す
る
取
組
み

︱
応
援
団
員
企
業
等
の
取
組
み
紹
介
︱

社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
拡
大
の
取
組
み

企
業
向
け
の
波
及
効
果
の
あ
る
取
組
み

▼
富
士
通
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
ア
イ
ネ
ッ
ト

▼
国
立
大
学
法
人
横
浜
国
立
大
学

▼
神
奈
川
県

一
般
向
け
の
取
組
み

▼
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
資
生
堂

▼
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
髙
島
屋

社
内
向
け
の
取
組
み

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

▼
株
式
会
社
横
浜
銀
行

▼
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

▼
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社



　神奈川県では、2015年11月に「かながわ女性の活躍応援団」を結成し、女性活躍を推進す

るための様々な取組みを実施してきました。2019年度には、その一環として、応援団員企業等

での女性活躍の効果・成果を数字で「見える化」してとりまとめた冊子を作成し、私自身、女

性活躍が企業の経営戦略に直結していることを実感しながら、女性活躍の社会的ムーブメント

の拡大を図っています。

　しかし、女性活躍をさらに推進するためには、男性の行動変革が欠かせません。例えば、家

事・育児は妻に任せて仕事一筋という男性の働き方は、女性の活躍を阻害するだけではなく、

男性が多様な経験を積むことの妨げともなっています。このような男性の働き方を変え、女性も

男性も活躍できる「ダイバーシティ経営」を実現することが、イノベーションの創出などによる企

業価値の向上につながっていくのです。

　現在、私たちの社会は、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行を受け、この未知のウ

イルスと共存していく必要に迫られています。「withコロナ時代」ともいうべき状況の中で、感

染防止対策と社会経済活動の両立を図っていくことが喫緊の課題です。これに伴い、働き方や

生活様式も大きな変革を迫られています。

　こうした時代においては、今まで以上に、性別にかかわらず、多様な人財の力を結集して、

危機管理を適切に行いながら、イノベーションを起こしていくことが必要となっているのではない

でしょうか。そのためには、まず、男性が意識を変え、行動を変えていかなければなりません。

　この冊子では、応援団員企業等の実践事例を中心に、なぜ、どのようにして男性の行動変

革を進めるのかを紹介しています。皆さんとともに、女性の活躍をさらに推進し、「ダイバーシ

ティ経営」による成長戦略を実現していきましょう。

男性の行動変革から女性活躍推進
そして企業成長へ

　神奈川県知事と、女性の活躍推進の取組みに積極的で、神奈
川にゆかりの深い企業等の男性トップ20人が参加。県内企業のトッ
プの約9割が男性という現状から、女性の活躍を推進するためには、
男性トップの意識改革が重要であり、男性トップから男性トップへの
働きかけが効果的であると考え、あえてメンバーは男性としています。
2016年12月から企業・団体トップが自主的に参加できる「かながわ
女性の活躍応援サポーター」の募集を開始し、女性活躍の社会的
ムーブメント拡大に向けてさらに取組みを強化しています。

※かながわ女性の活躍応援団とは

かながわ女性の活躍応援団団長

神奈川県知事
1



　
女
性
活
躍
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
、
下
の

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
C
A
S
E
１
で
は
、
男
性
上

司
が
、
無
意
識
の
思
い
込
み
で
子
育
て
中
の
女
性
社
員

に
配
慮
し
た
つ
も
り
が
、
女
性
社
員
本
人
の
意
に
反
し

て
、
せ
っ
か
く
の
意
欲
と
能
力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
C
A
S
E
２
で
は
、
男
性
上
司

は
女
性
社
員
の
能
力
を
評
価
し
、
期
待
し
て
い
る
も
の

の
、
夫
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
家
事
・
育
児
の
負
担
が

重
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
女
性
社
員
が
持
て
る
能
力
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
ケ
ー

ス
も
、
当
の
女
性
社
員
の
み
な
ら
ず
、
企
業
に
と
っ
て

も
大
き
な
損
失
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぎ
、
女
性
活
躍
を
推
進
し
、
企
業

成
長
に
つ
な
げ
る
鍵
は
「
男
性
」
に
あ
る
の
で
す
。

　

か
つ
て
日
本
で
は
、
男
性
が
外
で
働
き
、
女
性
が

家
事
・
育
児
を
担
う
「
専
業
主
婦
世
帯
」
が
多
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
が
、
働
く
女
性
が
増
え
た
こ
と
に
伴

い
、
１
９
９
７
年
に
専
業
主
婦
世
帯
数
と
共
働
き
世
帯

数
が
逆
転
し
、
2
0
1
9
年
に
は
、
共
働
き
世
帯
数
が

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

「
男
性
の
行
動
変
革
」で
企
業
成
長
！

1
2
4
5
万
世
帯
、
専
業
主
婦
世
帯
数
が
5
8
2
万
世

帯
と
、
共
働
き
世
帯
数
が
専
業
主
婦
世
帯
数
の
２
倍
を

超
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
2
0
1
9
年
に
内

閣
府
が
実
施
し
た
世
論
調
査
（
※
１
）
で
は
、
女
性
が

職
業
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
、約
６
割（
61・0
%
）が「
子

ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ
と
職
業
を
続
け
る
方
が
よ

い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
2
0
1
6
年
の
前
回
調
査
の

54
・
2
%
か
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
も

共
働
き
世
帯
は
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

就
業
者
数
を
み
て
も
、
女
性
の
就
業
者
数
は
、

2
0
0
9
年
の
2
6
4
9
万
人
（
男
性
3
6
6
6
万
人
）

か
ら
2
0
1
9
年
の
2
9
9
2
万
人（
男
性
3
7
3
3
万

人
）へ
と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。（
※
２
）

　
今
後
さ
ら
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
な
か
（
図
２
）、
人
口
の
約
半
分
を
占
め
る
女
性
の
力

を
活
か
し
て
い
く
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
女
性
が
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、企
業
成
長
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
な
お
、
国
で
は
、
2
0
1
5
年
に
女
性
活
躍
推
進
法

を
制
定
し
、
女
性
活
躍
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
1
9
年
に
法
改
正
が
行
わ
れ
、
よ
り
一
層
の
取
組

み
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
活
躍
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
時
代
に

あなたは、こんな経験ありませんか？

はい、
分かりました…

Aプロジェクトは
他の人に
頼んだからね

CASE1

も
っ
と
責
任
の
あ
る
仕
事

が
や
り
た
い
の
に…

育
休
か
ら
復
職
し
て
子
育

て
が
大
変
だ
ろ
う
し
、
難

し
い
仕
事
は
任
せ
な
い
方

が
い
い
だ
ろ
う
な

とんでもない！
私には
無理です…

Aプロジェクト、ぜひ
君にやってもらいた
いのだけど！

CASE2

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
仕
事
！

本
当
は
や
り
た
い
！！

で
も
、
夫
の
協
力
が
得
ら

れ
な
い
し
、
毎
日
仕
事
と

家
事
・
育
児
で
、
て
ん
て

こ
ま
い
。
私
に
は
と
て
も

無
理
！

優
秀
な
女
性
だ
か
ら
、
ぜ

ひ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
任
せ
て
、
さ
ら
に
成
長

し
て
も
ら
い
た
い
の
に

経営者の皆さんへ
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性
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
働
き
や
す
い

職
場
で
は
、
多
様
な
社
員
が
、
個
性
と
能
力
を
十
分
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
大
い
に
プ

ラ
ス
と
な
る
の
で
す
。

男
性
の
行
動
変
革
は
な
ぜ
必
要
？

　
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
男
性

の
正
社
員
を
前
提
に
、
少
な
く
と
も
平
日
の
ほ
と
ん
ど

を
職
場
（
職
場
の
延
長
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

含
む
）
で
過
ご
す
働
き
方
を
基
本
と
し
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
長
時
間
労
働

で
す
。
こ
う
し
た
働
き
方
を
前
提
と
す
る
の
で
は
、
女

性
だ
け
で
な
く
、
仕
事
以
外
に
も
地
域
活
動
や
趣
味
で

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
人
や
、
育
児
・
介
護
な

ど
の
事
情
を
抱
え
た
人
な
ど
が
十
分
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
第
１
子
の
妊
娠
・
出
産
を
機
に
仕

事
を
辞
め
た
理
由
と
し
て
、「
子
育
て
を
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
る
の
は
大
変
だ
っ
た
か
ら
」
を
理
由
に
あ
げ

る
女
性
が
多
い
（
※
３
）
の
は
、
こ
う
し
た
働
き
方
も

一
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
男
性
の
長
時
間
労
働
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、家
事・育
児
の
負
担
が
女
性
に
偏
っ
て
い
る（
男

性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
が
少
な
い
）
こ
と
も
課
題

で
す
。

女
性
活
躍
推
進
の
鍵
は

「
男
性
の
行
動
変
革
」

　
女
性
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
女
性
が
働
き
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
れ
は
、「
女
性
」

と
い
う
属
性
で
ひ
と
く
く
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々

な
立
場
・
状
況
に
あ
る
社
員
が
、
自
ら
の
希
望
を
実
現

し
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
は
男

女
性
活
躍
は
誰
の
た
め
？

図１ 共働き等世帯数の推移

※内閣府「令和2年版 男女共同参画白書」より作成
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女性活躍推進法が改正されました！

2022年４月１日以降、行動計画の策定・女性活躍に関する情
報公表の義務が、従業員101人以上（改正前は301人以上）
の事業主に拡大されます（従業員100人以下は努力義務）。

1一般事業主行動計画の策定等の対象の拡大

2020年６月１日以降、「えるぼし」認定を受けた事業主の
うち、女性の活躍推進に関する取組状況などが特に優良
な企業が、「プラチナえるぼし」として認定されます。

2特例認定制度（プラチナえるぼし）の創設

従業員301人以上の事業主について、2020年４月１日以
降、行動計画において定めるべき数値目標が拡大されま
した。また、同じく2020年６月１日以降、女性の活躍に関す
る自社の情報公表の義務も強化されました。

3数値目標の設定・情報公表義務の拡大

図２

※神奈川県「県将来人口推計・将来世帯推計（2018年12月推計）」より作成

実績 推計

老年人口（65歳以上） 生産年齢人口（15～64歳） 年少人口（0～14歳）

県の年齢3区分別の将来人口推計（中位推計）
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96万人
（10.9%）
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269万人
（34.8%）
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2
0
1
6
年
の
総
務
省
の
調
査
（
※
４
）
に
よ
れ
ば
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ
共
働
き
世
帯
の
夫
の
家
事

関
連
の
行
動
者
率
（
該
当
す
る
種
類
の
行
動
を
し
た
人

の
割
合
）
は
、
家
事
で
23
・
3
%
、
育
児
で
31
・
0
%
。

家
事
関
連
の
行
動
時
間
（
週
全
体
）
で
み
る
と
、
妻
の

6
時
間
10
分
に
対
し
て
、
夫
は
１
時
間
24
分
（
図
３
）。

食
材
や
日
用
品
の
在
庫
の
把
握
、
食
事
の
献
立
を
考
え

る
な
ど
家
事
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
多
く
を
妻
が
担
っ
て
い

る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。（
※
５
）

性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
仕
事
の
効
率
化
を
図

る
な
ど
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

　
在
宅
勤
務
の
ほ
か
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活
用
な

ど
も
含
め
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
移
動
時
間
や
通

勤
時
間
の
ロ
ス
を
防
ぎ
な
が
ら
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
導
入

し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
手
法
の

一
つ
に
男
性
の
育
休
取
得
の
促
進
が
あ
り
ま
す
。
各
企

業
な
ど
で
は
、
育
休
の
一
部
を
有
給
化
し
た
り
、
評
価

に
影
響
し
な
い
こ
と
を
社
内
報
で
周
知
す
る
な
ど
、
男

性
の
育
休
取
得
促
進
の
た
め
の
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
休
暇
を
推
奨
し
た
り
、
家
族
で
家

事
分
担
を
話
し
合
う
た
め
の
シ
ー
ト
の
活
用
を
促
し
て

い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
者
と
社
員
の

距
離
の
近
さ
を
活
か
し
、
経
営
者
か
ら
の
声
か
け
や
社

員
一
人
ひ
と
り
へ
の
き
め
細
や
か
な
配
慮
を
行
う
こ
と

で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
男
性
の
意
識
や
行
動
を

変
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

行
動
変
革
は
男
性
に
も
メ
リ
ッ
ト

　

希
望
や
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
れ

ば
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
夫
婦
で
話
し
合
い
、
お
互
い
が
望
ま
し

い
形
で
家
事
・
育
児
を
分
担
で
き
れ
ば
、
家
庭
生
活
も

充
実
す
る
ほ
か
、
仕
事
以
外
に
家
事
・
育
児
の
経
験
が

参考：男性の「長期」育児休業を当たり前にする取組み
１. 制度をつくる！
○有給期間を設ける、
　給与保障をする
○積立有給休暇を使えるようにする
○育休期間中も昇給昇格の
　対象とする
○評価に影響しないことを
　取得者に伝える
○男性社員向けの育休
　マニュアルをつくる

2. 風土をつくる！
○経営トップによる
　「イクボス宣言」
○経営トップによる
　「男性育休取得100％宣言」
○社内ロールモデル発信・共有
○社員や家族を大切にする
　メッセージの配信
○社内で両立・育児セミナーや
　研修を行う

３.上司・管理職が自ら取得する！  部下にこまめに声かけする！
※詳しくは、かなテラス発行「パパと会社のIKUKYU  GUIDE（育休ガイド）」参照
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/x2t/pub/papa_ikukyu.html

加
わ
る
こ
と
で
経
験
が
多
様
化
し
、
仕
事
の
上
で
、
そ

れ
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
は
、
仕
事
の
効
率
性
や
企
画
力
の
向
上
な
ど

を
通
じ
て
、
男
性
が
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

図3 6歳未満の子どもをもつ妻・夫の家事関連（うち育児）時間、
仕事等時間（週全体）

※内閣府「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポート2019」より作成

0：00 1：00 2：00 3：00 4：00 5：00 6：00 7：00 8：00 9：00 10：00 11：00 12：00
（時間）

うち育児（2.49）妻

夫

4：13

（0.48）

家事関連　6：10

1：24

8：44

共働き世帯

（家事関連のうち）育児 家事関連（育児除く） 仕事等

　
こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
、
心
身
両
面
へ

の
家
事
・
育
児
の
負

担
の
重
さ
か
ら
、
女

性
が
職
場
で
十
分
に

能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

行
動
を
変
革
す
る

に
は
？

　
長
時
間
労
働
に
つ

い
て
は
、
働
き
方
改

革
関
連
法
の
施
行
に

よ
り
、
時
間
外
の
上

限
規
制
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
が
、
単
に
時

間
外
労
働
を
減
ら

す
だ
け
で
な
く
、
短

い
時
間
で
高
い
生
産

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス・バ
イ
ア
ス
に
注
意
！

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
「
無
意
識
の
思
い
込

み
」
と
も
言
わ
れ
、
人
が
経
験
則
に
よ
っ
て
気
づ
か
な

4



い
う
ち
に
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
偏
っ
た
考
え
方
の
こ
と
で

す
。
冒
頭
に
あ
げ
た
C
A
S
E
１
は
そ
の
一
例
で

す
。
育
休
か
ら
復
帰
し
た
ば
か
り
の
女
性
は
、
難
し
い

仕
事
は
し
た
く
な
い
、
仕
事
の
負
担
を
軽
く
し
て
ほ
し

い
と
望
ん
で
い
る
と
い
う
無
意
識
の
思
い
込
み
が
、
女

性
が
望
む
形
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
男
性
に
も

女
性
に
も
あ
る
も
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
そ
れ
が
上
司

か
ら
部
下
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
部
下
の

能
力
を
伸
ば
す
こ
と
、
あ
る
い
は
部
下
が
個
性
と
能
力

を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
を
無
意
識
に
妨
げ
る
こ
と
と
な

り
、
部
下
に
と
っ
て
も
、
上
司
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
企

業
に
と
っ
て
も
損
失
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
気
づ
き
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
な

い
行
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
図
４
の
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
は
職
場
で
よ
く
あ
る
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
例
を
あ
げ

た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
社

内
研
修
を
す
る
な
ど
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に

と
ら
わ
れ
な
い
職
場
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
、
男
性
も

女
性
も
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。か
な
が
わ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
か
な
テ
ラ
ス
）
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
新
た
な
気
づ
き

が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
に
、
男
性
の
行
動
や
意
識
を

変
革
す
る
こ
と
は
、
企
業
の
成
長
の
た
め
に
も
不
可
欠

な
重
要
課
題
で
す
。

　
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
を

通
じ
て
多
様
な
経
験
を
し
た
、
多
様
な
人
財
が
企
業
に

集
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
多

様
化
す
る
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、新
商
品・新
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
・
提
供
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
面
に
お
い
て
も
、
多
様
な
知
見

は
必
ず
や
企
業
の
強
み
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
男
性
の
行
動
や
意
識
を
変
え
、
女
性
が

働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
、

「
男
性
の
行
動
変
革
」
は
企
業
の
た
め

女
性
活
躍
推
進
×
男
性
の
行
動
変
革
＝
企
業
成
長
！

アンコンシャス・バイアス
チェックリスト例（抜粋）

女性には重要な仕事や責任ある仕事は
任せられない

女性に転居を伴う転勤をさせてはいけない

育児中の女性は仕事の負担を
軽くした方がよい

育休を取る男性は仕事への意識が低い

女性は仕事よりも家庭を重視する

解説は、かなテラスHPでご覧ください！

図4

かなテラス　アンコンシャス・バイアス 検 索

あなたは、
大丈夫ですか？

女
性
の
み
な
ら
ず
男
性
も
含
め
て
、
多
様
な
人
財
が
そ

の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ス
ク

へ
の
対
応
力
を
高
め
つ
つ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
て
い
く
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」
へ
と
つ
な
が
り
、

企
業
成
長
を
実
現
し
て
い
く
原
動
力
と
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き

る
か
な
ど
、
そ
の
企
業
で
の
働
き
方
は
、
学
生
が
企
業

を
選
択
す
る
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
た
め
（
※

６
）、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
優
秀
な
人
財

を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
男
性
も
女
性
も
、
自
分
が
希
望
す
る
働
き

方
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
実
現
で
き
る
と
、
企
業
へ
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（「
愛
着
」「
思
い
入
れ
」）
が
高
ま
り
、

離
職
率
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

や
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
企
業

に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
点
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
、

企
業
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
男
性
の
行
動
・
意
識
変
革

を
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※１　内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和元年）　※２　総務省統計局「労働力調査（基本集計）」（令和元年）　※３　（株）明治安田総合研究所「25～44歳の子育てと仕事の両立－出産・子育てに関する調査より－」
（平成30年）　※４　総務省統計局「社会生活基本調査」（平成28年）　※５　内閣府「令和元年度　家事等と仕事のバランスに関する調査報告書」　※６　㈱マイナビ「マイナビ2021年卒大学生就職意識調査」（令和2年）

誰もが
働きやすい
企業

企業成長

男性の
行動変革
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女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

男
性
の
行
動
変
革
を
促
進
す
る
取
組
み

︱
応
援
団
員
企
業
等
の
取
組
み
紹
介
︱

社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
拡
大
の
取
組
み

企
業
向
け
の
波
及
効
果
の
あ
る
取
組
み

１
社
１
事
例
を
メ
イ
ン
に
紹
介

育児休業から復職した女性など、時間制約のある部下を持つ上司向けセミナー

場
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

海
外
や
外
資
系
企
業
で
は
、
早
く
か

ら
取
り
入
れ
て
い
る
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ
研

修
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
民
族
や
人
種
に

フォ
ー
カ
ス
し
た
も
の
が
多
い
た
め
、
新

た
に
、
日
本
企
業
に
お
い
て
発
生
し
が

ち
な
事
例
を
取
り
入
れ
た
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
外
部
の
研
修
会
社
と

と
も
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
将
来
的
に

は
こ
れ
を
社
会
的
に
も
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
受
講
を
開

始
し
、
受
講
者
は

自
社
及
び
グ
ル
ー

プ
会
社
を
含
め
約

６
万
3
千
人
。
男

性
社
員
か
ら
は「
女

　

富
士
通
が
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ
推
進
室
を

設
立
し
た
の
は
社
会
的
価
値
観
の
多
様

化
や
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
む

２
０
０
８
年
の
こ
と
。
以
来
、
性
別
や

年
齢
、
障
が
い
の
有
無
と
いっ
た
属
性
に

捉
わ
れ
ず
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍

で
き
る
企
業
文
化
の
醸
成
に
向
け
て
、

様
々
な
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

海
外
や
外
資
系
企
業
の
取
組
み
を

国
内
向
け
に
ア
レ
ン
ジ

　

2
0
1
8
年
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
個
人

が
尊
重
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
に
向
け
、

用
語
も
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
か
ら
「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

を
使
う
こ
と
で
本
質
と
な
る
重
要
性

を
謳
い
、
着
目
し
た
の
が
「
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」（
無
意
識
の
思

い
込
み
）
で
す
。「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
」
を
誰
も
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
自
身
の
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
」に
気
づ
き
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
職

た
女
性
な
ど
、
時
間

制
約
の
あ
る
部
下
を

も
つ
上
司
を
対
象
と

す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
実

施
。
育
児
と
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
両
立
に
あ

た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
べ

き
こ
と
を
外
部
講
師

か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

性
へ
の
配
慮
と
思
っ
て
い
た
言
動
が
、
相

手
の
状
況
に
よ
っ
て
は
望
ま
し
い
こ
と
ば

か
り
で
な
い
と
気
が
つ
い
た
」「
仕
事
を

割
り
ふ
る
際
、『
こ
れ
は
自
分
の
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
』
で
は
な
い
か
と

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
男
性
の

行
動
変
革
、
ひ
い
て
は
、
多
様
な
人
財

が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
・
企
業
文

化
醸
成
の一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
司
向
け
セ
ミ
ナ
ー
で

育
児
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援

　

こ
の
ほ
か
、
育
児
休
業
か
ら
復
職
し

業種：製造業
URL：https://www.fujitsu.com/jp/

富士通株式会社

▼「アン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
男
性
の
行
動
・
意
識
に
変
化
も

eラーニングプログラムの受講者数（会計年度別）

※システムに負荷をかけないよう、富士通内ではスタート時期を割り
　ふり、グループ会社でも受講できる期間をコントロールしている

年度

2018

2019

2020

総計

本 体

30,469人

829人

647人

31,945人

グループ会社

112人

16,856人

14,700人

31,668人

合 計

30,581人

17,685人

15,347人

63,613人
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社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
拡
大
の
取
組
み

企
業
向
け
の
波
及
効
果
の
あ
る
取
組
み

▼　

神
奈
川
県
で
は
２
０
２
０
年
３
月
、男
性
の「
長

期
」
育
休
取
得
を
推
進
す
る
「
パ
パ
と
会
社
の

I
K
U
K
Y
U 

G
U
I
D
E
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
実
践
企
業
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
、
企
業
の

経
営
者
・
人
事
担
当
者
な
ど
に
「
な
ぜ
」「
ど
う

や
っ
て
」
男
性
の
育
休
を
進
め
る
か
を
解
説
し
て
い

ま
す
。
冊
子
を
手
に
取
っ
た
企
業
の
人
事
担
当
者

か
ら
は
「
一
人
で
も
多
く
の
男
性
社
員
が
『
育
休

を
取
得
し
た
い
』
と
思
え
る
会
社
に
し
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
初
心
者
の
父
親
な
ど
に
向
け
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
パ
パ
ノ
ミ
カ
タ
」
で
は
、
子
育

て
の
お
役
立
ち
情
報
な
ど
を
発
信
し
、
よ
り
多
く

の
「
子
育
て
パ
パ
」
に
育
児
の
楽
し
み
や
魅
力
を

伝
え
て
い
ま
す
。

多数の取組みを掲載した育休ガイド

冊
子
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で

パ
パ
の
子
育
て
を
応
援

URL：https://www.pref.kanagawa.jp/

神奈川県

▼
長谷部学長（左）と椛島副学長（右）

産
学
官
協
働
で
男
性
の
意
識
改
革

16
機
関
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む

URL：https://www.ynu.ac.jp/

国立大学法人横浜国立大学

　

横
浜
国
立
大
学
で
は
２
０
１
８
年
、
文
部
科
学

省
の
事
業
採
択
を
受
け
、
産
学
官
16
機
関
か
ら
な

る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
連
携
協
議
会
K
T
」
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
男
性
の

意
識
改
革
の
旗
振
り
を
し
て
い
ま
す
。「
ダ
イ
バ
ー

シ
ティ
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
で
は
、
企
業
と
協
働

で
男
性
向
け
を
意
識
し
、
育
児
・
介
護
や
働
き

方
改
革
を
テ
ー
マ
と
し
て
年
８
回
実
施
し
、
各
機

関
の
取
組
み
や
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
長
谷
部
勇
一
学
長
を
本
部
長
と
す
る
ダ

イ
バ
ー
シ
ティ
戦
略
推
進
本
部
を
本
年
４
月
に
設

置
。
椛
島
洋
美
教
授
が
女
性
初
の
副
学
長
（
ダ
イ

バ
ー
シ
ティ
担
当
）
に
就
任
し
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
環
境
整
備
と
し
て
、男
性
の
意
識
改
革
を
進
め
、

大
学
の
価
値
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
ウェブセミナーの講師を務める越智明日香さん

I
T
ツ
ー
ル
で
テ
レ
ワ
ー
ク
支
援

自
宅
P
C
が
会
社
と
同
じ
環
境
に

業種：情報通信業
URL：https://www.inet.co.jp/

株式会社アイネット

　

ア
イ
ネ
ッ
ト
で
は
、
大
切
な
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
に
格
納
す
る
こ
と
で
、
情
報
漏
洩
の
リ

ス
ク
が
少
な
い
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
自
社
で
導
入
し
た
際
は
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
会
社
の
Ｐ
Ｃ
と
同
様
の
環
境
で

仕
事
が
で
き
る
た
め
、
営
業
職
の
社
員
な
ど
か

ら
「
直
行
直
帰
が
で
き
、作
業
効
率
が
上
が
っ
た
」

「
残
業
時
間
が
減
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
た
企
業
の
男
性
社
員
か
ら
も
、

「
子
ど
も
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
時
間
が
増
え
た
」

と
の
声
が
届
く
な
ど
、
男
性
の
行
動
変
革
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
様
々
な
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
の
提
供
の
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
向
け
た

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
働
き
方
の
見
直
し
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
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社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
拡
大
の
取
組
み

一
般
向
け
の
取
組
み

▼　京急電鉄
で
は
、
京
急
沿
線
の
豊

か
な
自
然
や
産
業
に
触
れ
、
親
子
の

絆
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
２
０
１
３

年
か
ら
親
子
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
け

い
き
ゅ
う
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
当

社
久
里
浜
工
場
で
の
車
両
見
学
や
、

京
急
川
崎
駅
で
の
仕
事
体
験
、
三
浦

で
の
農
業
体
験
、
海
軍
カ
レ
ー
作
り

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。
中
に
は
父
と
子
の
参
加
が

全
体
の
７
割
以
上
を
占
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
親
子
の

触
れ
合
い
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

久
里
浜
工
場
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
８
組
の
親
子
が
実
際
の
車
両
の

連
結
部
分
の
塗
装
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
父
親
か
ら
は
「
息
子
と
塗

装
し
た
車
両
が
走
る
の
を
見
る
の
が

楽
し
み
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
親
子
で
楽
し
く
、
感
動
的
な

体
験
を
と
も
に
す
る
機
会
は
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
子
ど
も
と
の
向
き

合
い
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
、
新
た
な
子
育
て

の
感
動
を
、
多
く
の
親
子
に
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

電車を前に大満足の子どもたち

プログラムの一つ  パパと一緒に「海軍カレー」作り

親
子
参
加
イ
ベ
ン
ト
で
絆
深
め

父
親
の
育
児
参
画
促
進

業種：運輸業 , 郵便業
URL：https://www.keikyu.co.jp/

京浜急行電鉄株式会社

▼
多彩な意見を交わし合うワークショップ

　

創
業
以
来
、
女
性
の
社
会
参
画
を
応

援
し
続
け
て
い
る
資
生
堂
。
２
０
１
７

年
か
ら
Ｕ
Ｎ 

Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
（
国
連
女

性
機
関
）
と
共
同
で
、
高
校
生
や
大

学
生
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
考

え
行
動
し
発
信
す
る
こ
と
で
、
社
会

を
変
え
て
い
く
動
き
を
生
み
出
す
こ

と
を
目
的
に
、
若
年
層
を
対
象
と
し

た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
意
識
啓
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
※
）」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

３
年
間
で
全
国
74
の
高
校
・
大
学

か
ら
、
約
1
4
0
0
人
の
学
生
が
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

学
生
達
は
主
体
的
に
課
題
に
つ
い
て

探
究
を
深
め
、解
決
策
の
立
案
、実
践
、

検
証
を
行
う
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
実
践
し
ま
し
た
。
代
表
校
が

提
言
す
る
「
G
e
n
e
r
a
t
i
o
n 

Z
か
ら
の
提
言
」
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
あ

る
男
子
校
チ
ー
ム
が
「
男
性
自
ら
が

家
族
や
友
人
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

話
す
こ
と
が
大
切
」
と
提
言
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
社
会
課
題
解
決
へ
の

取
組
み
が
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
近
づ
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
2
0
年

3
月
末
を
も
っ
て
終
了提言イベントの様子

高
校
生
・
大
学
生
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
つ
い
て
考
え
行
動
す
る
き
っ
か
け
創
出

業種：製造業
URL：https://corp.shiseido.com/jp/

株式会社資生堂

応援団員企業等の取組み紹介
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社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
拡
大
の
取
組
み

一
般
向
け
の
取
組
み

▼
意外と簡単！？料理教室

　

第
一
生
命
保
険
は
２
０
１
９
年
４
月
、

男
性
の
家
事
・
育
児
を
促
進
す
る
取
組

み
と
し
て
、「
お
父
さ
ん
料
理
教
室
＆

お
母
さ
ん
親
子
ダ
ン
ス
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
共
催
で
当
日
の
会
場
と
な
っ

た
学
校
法
人
岩
崎
学
園
横
浜
保
育
福

祉
専
門
学
校
に
約
１
０
０
人
の
親
子
が

集
合
し
、
父
親
が
料
理
を
作
る
間
、
母

子
は
ダ
ン
ス
を
習
い
、
完
成
し
た
料
理
の

試
食
を
家
族
揃
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、
初
心
者
の
パ
パ
で

も
平
日
の
夜
に
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ

を
同
校
の
食
育
ゼ
ミ
の
学
生
が
考
案
し
、

レ
ン
ジ
で
蒸
か
す
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
の
評
価

も
上
々
で
、
普
段
は
台
所
に
立
た
な
い

男
性
も
「
意
外
と
簡
単
に
で
き
た
」「
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
み
た
い
」
と
料
理
に

対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
様
子
。

　

第
一
生
命
保
険
で
は
、
従
業
員
約

５
万
５
千
人
の
９
割
以
上
を
女
性
が

占
め
る
た
め
、
女
性
活
躍
の
推
進
は

経
営
と
切
り
離
せ
な
い
視
点
で
す
。
コ

ロ
ナ
に
直
面
す
る
今
年
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
そ
の
フィ
ー
ル
ド
を
移
し
、
父
子
向

け
の
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベン
ト
を
通
じ
、

機
運
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ダンスは E X P G  STUDIO インストラクター が指導

お
父
さ
ん
も「
意
外
と
簡
単
!?
」

ハ
ー
ド
ル
下
げ
て
家
事
・
育
児
促
進

業種：金融業 , 保険業
URL：https://www.dai-ichi-life.co.jp/

第一生命保険株式会社

応援団員企業等の取組み紹介

▼　髙島屋で
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
の

育
児
用
品
を
目
的
に
ご
来
店
す
る
お

客
様
の
う
ち
、
夫
婦
で
の
来
訪
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等

の
新
し
い
働
き
方
に
よ
り
、
夫
婦
と

も
に
自
宅
で
育
児
に
か
か
わ
る
環
境

が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、家
事・

育
児
を
一
緒
に
楽
し
め
る
品
揃
え
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
離
乳
食

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
ミ
キ
サ
ー
、
テ

レ
ワ
ー
ク
時
に
も
活
躍
す
る
電
動
ス

ウ
ィ
ン
グ
チ
ェ
ア
な
ど
、
男
性
も
育
児

に
楽
し
く
か
か
わ
る
こ
と
を
応
援
す

る
商
品
を
多
数
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
プ
レ
マ
マ
・
パ
パ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
妊
婦
の
体
と
心
の
変
化
、
乳
児

の
特
性
に
つ
い
て
の
説
明
を
交
え
、
男

性
に
は
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
参
加

者
が
「
満
足
」
と
回
答
す
る
、
人
気

講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
は
、
社
内
の
男

性
社
員
も
関
心
を
寄
せ
、「
家
庭
で
の

育
児
に
積
極
的
に
な
っ
た
」「
自
身
の

育
児
の
経
験
を
仕
事
に
活
か
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。

妊婦疑似体験にお父さんは驚きの連続

パ
パ
も
楽
し
く
一
緒
に
育
児
！

多
様
な
商
品
提
案
と
セ
ミ
ナ
ー
で
応
援

業種：卸売業 , 小売業
URL：https://www.takashimaya.co.jp/

株式会社髙島屋

様々な育児グッズを紹介
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社
内
向
け
の
取
組
み

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

プレパパ・プレママセミナーに参加する行員たち

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ン
（「
性
別
を
問
わ

ず
家
族
を
大
切
に
す
る
人
」
と
定
義
）

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
育
児
と
介
護
を

二
本
柱
と
し
た
両
立
支
援
に
関
す
る

啓
発
活
動
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ン
☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
11
月
を
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ン
ス
、
第
3
月
曜
日
を
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ン
デ
ー
と
称
し

た
男
性
の
育
児

休
業
や
年
休
の
取

得
促
進
月
間
・
推

奨
日
の
設
定
、
ｅ

「
は
ま
ぎ
ん
ス
タ
イ
ル
」
で

柔
軟
で
多
様
な
働
き
方
を
推
進

　

横
浜
銀
行
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
い
う
大
き
な

環
境
変
化
を
契
機
と
し
て
、
感
染
症

対
策
と
生
産
性
向
上
を
確
立
し
た
「
新

し
い
働
き
方
」
を
確
立
し
て
い
く
た

め
の
取
組
み
と
し
て
、「
は
ま
ぎ
ん
ス

タ
イ
ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
は
ま
ぎ
ん
ス
タ
イ
ル
」
の
名
の
も

と
に
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
コ

ア
タ
イ
ム
を
廃
止
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

対
象
者
を
全
行
員
に
拡
大
す
る
な
ど
、

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自

律
的
で
多
様
な
新
し
い
働
き
方
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
行
内
が
一
体
と
な
っ

て
、
既
存
の
文
化
か
ら
の
脱
却
を
図

り
、
お
客
さ
ま
か
ら
、
そ
し
て
従
業

員
か
ら
、
選
ば
れ
続
け
る
組
織
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

家
族
を
大
切
に
す
る
働
き
方
へ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

育
児
参
画
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

行
員
一
人
ひ
と
り

の
家
族
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
や
行
動
を

尊
重
し
、
多
様
な
人

財
が
働
き
が
い
を

持
っ
て
活
躍
で
き
る

組
織
風
土
の
醸
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
全
行
員
へ
の
制

度
周
知
、
育
児
や
介
護
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
育
児
休
業
の
対
象
者
で
あ

る
男
性
行
員
と
そ
の
上
司
に
は
「
育

休
取
得
の
心
得
」
を
配
信
し
、
育

児
休
業
の
取
得
を
促
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ン
に
な
ろ
う
」
と
い

う
シ
ン
プ
ル
で
親
し
み
や
す
い
働
き

か
け
も
功
を
奏
し
、
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
は
９
割
を
達
成
し
ま
し
た
。

プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
等

の
、
育
児
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
男

性
の
参
加
も
増
え
て
お
り
、
男
性
の

業種：金融業 , 保険業
URL：https://www.boy.co.jp/

株式会社横浜銀行

▼家
族
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
や
行
動
を
尊
重
し
た
い

合
言
葉
は「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ン
」

応援団員企業等の取組み紹介

育休取得率の推移

（年度内育児休業取得者／年度内子が生まれた人）

（%）
男性 女性

0

20

40

60

80

100

120

2015年 2019年2018年2017年2016年

0.7%
（1/141）

102.9%
（107/104）

62.1%
（64/103）

99.2%
（127/128）

54.4%
（68/125）

93.7%
（133/142）

51.9%
（67/129）

100.6%
（161/160）

90.3%
（93/103）

101.4%
（145/143）
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社
内
向
け
の
取
組
み

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

▼　キリンビ
ー
ル
で
は
、
１
か
月
間
マ

マ
・
パ
パ
に
な
り
き
り
、
定
時
退
社

の
徹
底
や
突
発
的
な
お
休
み
な
ど
を

体
験
す
る
「
な
り
キ
リ
ン
マ
マ
・
パ

パ
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
営
業
職
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
グ
ル
ー
プ
計
3
3
0
人
の
社
員
が

参
加
し
ま
し
た
。「
育
児
」「
親
の
介
護
」

「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
病
気
」
の
３
つ
の
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
選
び
、
１
か

月
間
の
仮
想
体
験
と
業
務
の
両
立
を

図
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
当

た
り
前
だ
っ
た
夜
の
営
業
ス
タ
イ
ル

が
日
中
で
も
問
題
な
い
こ
と
が
分
か

る
な
ど
働
き
方
に
対
す
る
大
き
な
気

づ
き
が
あ
り
、
残
業
時
間
を
前
年
同

月
比
で
約
60
％
削
減
と
、
労
働
生
産

性
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
に
家
庭
の
こ
と

を
任
せ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
」

な
ど
、
家
庭
内
で
も
変
化
が
。
子
ど

も
の
発
熱
で
早
退
す
る
社
員
に
「
な

り
キ
リ
ン
？
本
キ
リ
ン
？
気
に
し
な

い
で
早
く
帰
っ
て
」
と
周
囲
の
男
性

社
員
か
ら
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
自
然

と
声
を
か
け
る
な
ど
、
風
通
し
の
よ

い
職
場
に
な
り
ま
し
た
。

なりキリン研修を発案した 5 人の女性社員

ただいま、なりキリンパパ遂行中

「
な
り
キ
リ
ン
マ
マ・パ
パ
研
修
」で

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
へ

業種：製造業
URL：https://www.kirin.co.jp/

キリンビール株式会社

女性社員の活躍の場が広がっている

上司向け研修

▼　24
時
間
操
業
の
鉄
鋼
業
で
あ
る
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
企

業
文
化
を
変
え
よ
う
と
２
０
１
７
年

を
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
元
年
と
位

置
付
け
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

個
人
が
設
定
す
る
定
時
退
社
日
、

終
業
か
ら
翌
日
の
始
業
ま
で
の
休
息

時
間
を
確
保
す
る
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
」や
業
務
内
容
に
応
じ
た「
テ
レ
ワ
ー

ク
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
柔
軟
な

働
き
方
へ
の
変
革
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
妊
娠
や
出
産
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
も
踏
ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
を
目
的
と
し
た
、
上
司
向
け
の
研

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
各
階
層
別
に

育
児
中
の
社
員
な
ど
様
々
な
社
員
が
、

チ
ー
ム
で
と
も
に
働
く
こ
と
な
ど
「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
の
長
期
育
児
休
業
取
得
者
を

社
内
報
で
紹
介
し
、
男
性
の
育
休
取

得
者
数
が
２
０
１
６
年
度
ま
で
は
概

ね
５
名
程
度
だ
っ
た
の
が
、
２
０
１
８

年
度
に
は
25
名
に
増
え
る
な
ど
、
男

性
社
員
も
含
め
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た

働
き
方
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
革
へ

多
様
な
取
組
み
を
実
施

業種：製造業
URL：https://www.jfe-steel.co.jp/

JFEスチール株式会社

応援団員企業等の取組み紹介
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社
内
向
け
の
取
組
み

管
理
職
向
け
の
取
組
み

き
る
V
R
研
修
の
導
入
に
至
り
ま
し
た
。

「
夜
泣
き
」
や
「
お
迎
え
」
を
疑
似
体
験

　

V
R
研
修
で
は
、
外
部
講
師
に
よ
る

説
明
や
現
状
・
課
題
の
把
握
の
後
、
働

き
な
が
ら
育
児
に
取
り
組
む
「
ワ
ー
キ

ン
グ
マ
ザ
ー
」
の
１
日
を
20
分
に
ま
と

め
た
V
R
動
画
を
視
聴
し
ま
す
。
V
R

と
い
う
最
新
技
術
を
活
用
し
た
研
修
は
、

も
の
づ
く
り
部
門
の
最
先
端
技
術
を
好

む
当
社
の
管
理
職
に
も
評
判
で
、
テ
ス

ト
運
用
へ
の
公
募

に
は
様
々
な
部
門

か
ら
参
加
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。
参

加
者
の
３
分
の
２

　

多
様
な
部
下
の
能
力
を
最
大
限
発
揮

さ
せ
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向

上
を
目
的
に
、
日
産
自
動
車
で
は
V
R

（
仮
想
現
実
）
を
取
り
入
れ
た
研
修
を
、

施
し
、「
育
児
と
仕
事

の
両
立
」
の
満
足
度
の

低
い
部
門
へ
の
働
き
か

け
を
積
極
的
に
行
い
、

育
児
両
立
社
員
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
管
理

職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

VR研修受講後の反応

●コミュニケーションをより多く行いスタッフが
　置かれている状況や心情を理解していきたい

寄
せ
ら
れ
た

感
想 ●「時短」というバイアスにとらわれず正しくコンピ

　テンシー評価を行いたい

育児と仕事の両立
への理解度（5段階中）

3.4
ポイント

参加前

4.4
ポイント

38% 100%
（62.0pt増加）

参加後

育児と仕事の両立
への理解度に対する
ポジティブ回答割合

は
男
性
社
員
で
し
た
。
午
前
１
時
の
「
子

ど
も
の
夜
泣
き
対
応
」
に
始
ま
り
、「
家

族
の
朝
食
な
ど
家
事
を
終
え
て
出
社
」

「
子
ど
も
の
お
迎
え
」
な
ど
の
日
常
が
リ

ア
ル
に
展
開
さ
れ
る
V
R
は
、
受
講
者

の
「
共
感
力
」
を
刺
激
し
、
育
児
を
し

な
が
ら
の
勤
務
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
直
感
的
に
伝
え
ま
す
。
視
聴
後
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
受
講
者
か
ら
、「
時

短
と
い
う
バ
イ
ア
ス
に
と
ら
わ
れ
て
い

た
自
分
に
気
が
つ
い
た
」「
管
理
職
の
受

講
を
必
須
に
し
た
ら
ど
う
か
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
V
R
研
修
を
年
３
回
実

業種：製造業
URL：https://www.nissan-global.com/JP/

日産自動車株式会社

▼管
理
職
が
子
育
て
中
の
社
員
の
日
常
を
体
験

V
R
を
活
用
し
た
研
修
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
目
指
す

応援団員企業等の取組み紹介

各
部
門
の
管
理
職
に
向
け
て
展
開
し
て

い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
従
業
員
サ
ー
ベ
イ
（
調
査
）

　

V
R
研
修
は
、
当
社
が
毎
年
実

施
す
る
従
業
員
サ
ー
ベ
イ
に
お
い

て「
育
児
と
仕
事
の
両
立
満
足
度
」

の
結
果
が
全
社
の
平
均
を
下
回
る

部
署
へ
の
対
応
と
し
て
導
入
し
ま

し
た
。
こ
の
従
業
員
サ
ー
ベ
イ
は

働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
従
業
員
の
満

足
度
を
聞
く
調
査
で
す
。特
に「
育

児
と
仕
事
の
両
立
」
の
満
足
度
が

低
い
部
門
か
ら
は
「
管
理
職
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス
」
で
は
、

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
管
理

職
へ
の
働
き
か
け
が
必
須
だ
と
考

え
、
育
児
両
立
中
の
勤
務
が
ど
ん

な
も
の
で
あ
る
か
を
疑
似
体
験
で

VRゴーグルを着用して「ワーママバーチャル体験」をする管理職

12



社
内
向
け
の
取
組
み

管
理
職
向
け
の
取
組
み

▼　

ツ
ク
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
、
男
性
社
員

の
育
休
取
得
率
15
％
を
目
標
に
、
上
司
に
よ
る

イ
ク
ボ
ス
宣
言
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ツ
ー
ル
「
Ｋ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ

ｅ
ｄ
」
で
、
育
休
を
取
得
し
た
男
性
社
員
と
そ

れ
を
後
押
し
し
た
上
司
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲

載
し
、「
育
休
を
取
る
と
昇
給
や
昇
進
に
影
響
が

あ
る
の
で
は
」
な
ど
の
不
安
に
答
え
、
育
休
取

得
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１

か
月
か
ら
６
か
月
と
比
較
的
長
期
の
育
休
を
取

得
す
る
男
性
社
員
が
増
加
し
、
社
内
に
変
化
が

見
ら
れ
ま
し
た
。当
社
で
は
、Ｈ
Ｒ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
部
を
中
心
に
、
男
性
の
行
動
変
革
を
は
じ
め
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
人
財
が
活
躍
で
き

る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Kolored（カラード）を持つ西田勝矢さん（左）と遠藤愛子さん

業種：医療 , 福祉
URL：https://tsukui-hd.co.jp/

株式会社ツクイホールディングス

不
安
の
声
に
事
例
で
答
え
る
ツ
ー
ル

で
男
性
社
員
の
育
休
取
得
を
促
進

▼　

日
本
発
条
で
は
、
年
齢
、
社
歴
、
立
場
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
職
場
を
目
指
し
、
管
理
職
向
け
に
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
修
受
講
者
か
ら
は
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス・バ
イ
ア
ス（
無

意
識
の
思
い
込
み
）
を
学
び
、「
部
下
へ
の
接
し
方

が
変
わ
っ
た
」「
個
々
の
違
い
に
正
解
や
不
正
解
は

な
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
多
様
性
を
受
容
し
活

用
す
る
組
織
風
土
の
醸
成
に
つ
な
がっ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
は
男
性
の
育
休
取
得
率
を

段
階
的
に
向
上
さ
せ
る
施
策
と
し
て
、
初
め
て
取

得
率
に
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
従
業
員
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
し
、
一
人
ひ
と
り
が

個
性
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
の
実
現
へ
前
進
し

て
い
ま
す
。

多様性の受容や創造性を養う講座も開催

業種：製造業
URL：https://www.nhkspg.co.jp/

日本発条株式会社

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
発
揮
で
き
る

職
場
環
境
へ
前
進

3 種類のハンドブックを作成

▼　

日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
、
２
０
１
８
年

に
「
仕
事
と
育
児
の
両
立
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」「
仕

事
と
介
護
の
両
立
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
自
社
の
制
度
や
取
組
み
の
ほ
か
、
国
の

制
度
や
相
談
窓
口
を
掲
載
す
る
な
ど
、
社
員
が

多
面
的
に
情
報
を
得
ら
れ
る
内
容
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
す
る
こ
と

な
く
育
児
や
介
護
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
に

は
、
上
司
の
理
解
が
重
要
と
考
え
、「
両
立
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
～
上
司
編
～
」
も
作
成
。
復
職
し
た

部
下
へ
の
接
し
方
な
ど
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
掲
載

し
、
新
任
管
理
職
セ
ミ
ナ
ー
で
も
活
用
し
た
結

果
、
最
近
は
男
性
の
育
休
取
得
が
当
た
り
前
に
。

誰
も
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

業種：技術サービス業
URL：https://www.jgc.com/jp/

日揮ホールディングス株式会社

部
下
へ
の
適
切
な
対
応
伝
授

上
司
向
け
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

応援団員企業等の取組み紹介
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社
内
向
け
の
取
組
み

育
児・介
護
に
か
か
わ
る
社
員
向
け
の
取
組
み

男性取得者が女性を上回っている

応援団員企業等の取組み紹介

▼コロナ対策休暇取得者
1人1か月あたり平均利用時間

2020年4月

20.2

14.4 16.2

21.3

10.8

17.4

5月 6月0

5

10

15

20

25
（時間）

男性 女性

コ
ロ
ナ
禍
の
一
斉
休
校
対
策
で「
特
別
休
暇
」

利
用
時
間
で
男
性
取
得
者
が
女
性
を
上
回
る

業種：製造業
URL：https://www.asahigroup-holdings.com/

アサヒビール株式会社

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
と

し
て
小
学
校
な
ど
の
一
斉
休
校
が
行
わ
れ
た
４
～

６
月
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で
は
、
社
員
の
在
宅
勤
務

中
に
子
ど
も
の
育
児
に
対
応
す
る
有
給
休
暇
を
、

緊
急
に
制
度
化
し
ま
し
た
。
当
初
、
日
単
位
で
の

取
得
が
前
提
で
し
た
が
、
社
員
の
要
望
に
よ
り
時

間
単
位
で
も
可
能
と
し
た
と
こ
ろ
、
取
得
者
が
増

え
、
２
１
５
人
が
取
得
し
、
そ
の
う
ち
99
人
が
男

性
で
し
た
。
ま
た
、
１
か
月
あ
た
り
の
平
均
利
用

時
間
で
は
、
男
性
が
女
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

東
京
五
輪
に
向
け
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
体
制
を
整
え

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
在
宅
勤
務
へ
の
移
行
も
ス

ム
ー
ズ
で
し
た
。
在
宅
で
過
ご
す
機
会
が
増
え
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
男
性
社
員
の
家
事
・
育
児
へ
の

参
画
も
積
極
的
に
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼　

飛
島
建
設
で
は
、
男
性
の
育
休
取
得
促
進
の

た
め
、
２
０
１
６
年
か
ら
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
た

社
員
に
、
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
育
休
取
得
を
奨

励
す
る
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
上

司
へ
も
促
進
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
、男
性
の
育
休
取
得
者
は
０
人
で
し
た
が
、メ
ー

ル
送
信
開
始
後
に
は
６
人
（
取
得
率
19
％
）
が

取
得
し
、２
０
１
９
年
も
６
人（
同
27
％
）取
得
。

社
員
か
ら
「
育
休
を
取
り
や
す
く
な
っ
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
ほ
か
、
上
司
側
か
ら
も
、「
制
度

を
知
る
よ
い
機
会
」
と
好
評
で
す
。
ま
た
、
配
偶

者
の
産
後
８
週
ま
で
の
間
の
育
休
取
得
を
有
給

と
す
る
制
度
を
独
自
に
設
け
、
育
休
中
の
収
入

減
の
不
安
を
解
消
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
育
休

を
取
得
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

男性社員の育児休業取得状況

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
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対象者や上司にメール送信開始 育
休
取
得
奨
励
メ
ー
ル
で

男
性
育
休
取
得
率
０
→
27
％
へ

業種：建設業
URL：https://www.tobishima.co.jp/

飛島建設株式会社

育休奨励メールの効果は取得率に現れている

▼
「家族会議シート」。休暇取得中の活用を目指している

男
性
社
員
の
育
児
参
画
を
後
押
し

配
偶
者
の
出
産
に
対
す
る
休
暇
制
度
を
拡
大

業種：製造業
URL：https://www.atsugi.co.jp/

アツギ株式会社

　

ア
ツ
ギ
で
は
「
ア
ツ
ギ
い
き
い
き
大
作
戦
」

と
い
う
チ
ー
ム
が
、
社
長
の
参
加
の
も
と
、
誰

も
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
働
け
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。今
期
の
テ
ー
マ
の
一
つ
が「
男

性
の
育
児
参
画
」
で
す
。

　

配
偶
者
の
出
産
時
の
特
別
休
暇
を
２
日
か
ら

５
日
に
拡
大
す
る
よ
う
就
業
規
則
を
改
定
し
、

取
得
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
家

族
と
家
事
・
育
児
の
棚
卸
が
で
き
る
「
家
族
会

議
シ
ー
ト
」
を
作
成
。
細
か
な
家
事
・
育
児
を

見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
分
担

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
が
話

し
合
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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社
内
向
け
の
取
組
み

育
児・介
護
に
か
か
わ
る
社
員
向
け
の
取
組
み

▼　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
践
を
促
す

た
め
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
で
は
「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
休

暇
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
２
児
の
父
で
あ
る
社

員
の
佐
藤
稔
さ
ん
は
「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
理

解
が
定
着
し
、
気
兼
ね
な
く
有
給
休
暇
を
取
得
で

き
る
。
妻
の
誕
生
日
も
子
ど
も
と
一
緒
に
料
理
を

し
て
祝
い
ま
し
た
」
と
に
っ
こ
り
。
毎
晩
の
夕
食

を
家
族
で
囲
む
た
め
、
ノ
ー
残
業
へ
の
意
識
も
高

ま
り
、仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
感
も
増
し
た
そ
う
で
す
。

　

人
事
部
の
熊
谷
洋
介
さ
ん
は
「
多
く
の
女
性
社

員
が
仕
事
と
自
分
の
時
間
を
上
手
に
使
い
分
け
て

い
る
よ
う
に
、
男
性
社
員
の
意
識
改
革
に
も
つ
な

が
れ
ば
」
と
期
待
。
配
偶
者
出
産
・
育
児
支
援
休

暇
は
取
得
期
限
を
産
後
１
年
間
に
延
長
、
昨
年
度

の
年
間
取
得
率
は
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

取材に応じた熊谷さん（左）と佐藤さん（右）

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
休
暇
で

意
識
改
革
の
き
っ
か
け
に

業種：製造業
URL：https://www.fancl.jp/

株式会社ファンケル

▼　
「
W
o
r
k 

S
t
y
l
e 

I
n
n
o
v
a
t

i
o
n
」を
推
進
し
て
い
る
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
、
育
休
か
ら
の
円
滑
な
復

職
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
目
的
に
、
復
職
す
る
社

員
と
そ
の
上
司
が
ペ
ア
で
参
加
す
る
「
仕
事
と

育
児
の
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
２
０
１
６
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
部
下

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
含
め
育
児
状
況
を
共
有
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
、
両
立

を
支
援
す
る
上
司
の
理
解
を
深
め
る
よ
い
機
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
は
復
職
者

27
人
（
う
ち
男
性
２
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
通
じ
、
育
児
と
仕
事
の
両

立
へ
の
理
解
が
社
内
全
体
へ
と
広
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

セミナーに参加する上司と社員

上
司
と
部
下
の
ペ
ア
で

両
立
へ
の
理
解
広
が
る

業種：製造業
URL：https://www.fujifilmholdings.com/

富士フイルムホールディングス株式会社

▼　

富
士
屋
ホ
テ
ル
は
、
２
０
１
７
年
10
月
、
企
業

内
保
育
園
「
富
士
屋
ホ
テ
ル
保
育
園
」
を
開
園
し

ま
し
た
。
社
員
同
士
の
夫
婦
が
50
組
お
り
、
保
育

園
定
員
12
名
の
内
、
約
７
割
が
社
員
の
子
ど
も
と

い
う
こ
と
で
、
職
・
住
・
保
近
接
を
実
現
。
利
用

す
る
社
員
か
ら
は
「
長
時
間
、
３
６
５
日
預
かっ
て

く
れ
る
の
で
安
心
。
用
意
す
る
も
の
も
な
く
、
手
間

が
か
か
ら
な
い
の
で
助
か
る
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
企
業
内
に
あ
る
た
め
子
ど
も
の
突
発
的

な
体
調
不
良
に
も
、
す
ぐ
に
夫
婦
で
調
整
し
、
お

迎
え
が
可
能
で
す
。
社
員
に
は
年
５
日
の
看
護
休

暇
制
度
も
あ
り
、
妻
の
上
司
が
夫
の
上
司
に
休
暇

取
得
の
調
整
を
行
う
こ
と
も
。
昨
年
は
男
性
社
員

10
人
が
利
用
し
ま
し
た
。
男
性
が
子
育
て
に
参
画

す
る
風
土
が
職
場
全
体
で
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

土日も開設、富士屋ホテル保育園

企
業
内
保
育
園
を
開
園
、夫
婦
が

助
け
合
う「
育
児
と
仕
事
の
両
立
」を
支
援

業種：宿泊業 , 飲食サービス業
URL：https://www.fujiyahotel.co.jp

富士屋ホテル株式会社

応援団員企業等の取組み紹介
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女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
大
企
業
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
女
性
活
躍
を
推
進

し
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な
人
財
が

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
企
業
成
長
の
鍵
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
男
性
の
行
動
変
革
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
、
前
ペ
ー
ジ
ま
で
の
応
援
団
員

企
業
等
21
社
の
事
例
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
。

　

中
小
企
業
で
は
、
経
営
者
と
社
員
の
距
離

の
近
さ
を
活
か
し
、
経
営
者
の
方
々
の
一
声

で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
男
性
の
意
識

や
行
動
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
神
奈
川
県
内
の
中
小
企
業
の

先
進
的
な
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
男
性
の

行
動
変
革
を
進
め
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
、

企
業
成
長
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中小企業も
熱視線！

男
性
の
行
動

変
革
促
進
の

ス
ス
メ

　横浜市保土ケ谷区で繊維製品などの企画、製造、販売を手掛
ける株式会社ワンスレッドでは、「パパの子育てから家族に笑顔を。」
を合言葉に、「パパの子育て」に着目した商品開発を行っています。
　きっかけは、社長である半田真哉さん自身の子育ての経験か
ら。第一子の出産時、奥様に予期せぬ病が見つかったことから、
新生児と二人きりの生活が始まりました。初めての育児に戸惑
いながら感じたのは、男性の子育てに対する環境が整っていな
いこと。おむつ交換台がある男性トイレは少なく、ベビー休憩
室では女性にいやな顔をされることもありました。パパが子ども
を抱いているだけで道端では褒められる。育児グッズもママを

対象にしたものばかりで、適当なものがありませんでした。
　アパレル業界でキャリアのあった半田さんは、パパが持っても違和感のな
い、パパが使いたくなるバッグの開発に着手しました。2017年からパパの
子育てを応援するブランド「papakoso」を立ち上げ、パパ用抱っこ紐など
たくさんの商品を世に発信しています。
　パパ用商品の開発をするにあたり、「夫婦で子育てをしてほしい」「ママ
がパパに使ってほしい商品を」というコンセプトのもと、「女性の目線を大
切にしている」と言います。また、生の声を聞ける場へ積極的に参加し、「意
思決定が早く、柔軟で小回りの利く中小企業こそ、こうしたニッチな分野へ

の挑戦をどんどんしていくべき」と話します。「うちのような会社が増え
ていくことで、“ パパの育児市場 ” を活性化していけたら」と半田さん。
パパの育児参加を市場から盛り上げていきたいと奔走しています。事業内容：繊維製品、雑貨品、装身具等の企画・

販売・製造　所在地：横浜市保土ケ谷区
従業員数：2名

株式会社ワンスレッド

バッグに抱っこ紐―
パパの子育てに着目した商品開発に注目集まる

社会向けの取組み

パ
パ
バ
ッ
グ
の
ほ
か
に
抱
っ
こ
紐
、
マ
ス
ク
な
ど

が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

商品開発には奥様の視点を大切にしているという半田社長
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取り組むと会社が変わる！こんなにあるメリット！

社員のモチベーション
アップ・離職率低下企業成長

イノベーション
の創出

リスクマネジ
メント力の向上

優秀な
人財確保

　横浜市南区で電設業を営む向洋電機土木は、従業員数 37
名の中小企業ながら、早くからテレワーク推進に取り組み、「テ
レワーク先駆者百選総務大臣賞」などを受賞しています。まだ
カメラ付きデバイスが世に広まっていない 2008 年から、試行
錯誤し取り組んできたという同社のテレワークは、いわゆる在
宅勤務によるものだけでなく、業態の特性を活かし、工事ごと
に設置する現場事務所をサテライトオフィスとして活用するも
のがあります。従来、自宅から本社に行きデスクワークをした後、
現場に足を運んでいましたが、１日の業務を現場で完結させる
ことが可能となり、社員の移動時間を大幅に短縮できました。

　こうした環境整備といわゆる「休みづらさ」などの社内風土の改善
に徹底的に取り組んだ結果、同社の有給取得率は９割を超えました。

「社員が働きやすい職場をつくれば、企業力が強くなる」と様々な取
組みを進めていく姿勢は、同社の倉澤俊郎社長の強い意志に基づくも
のだと言います。早くから ICT の活用などを始めていたことで、コロナ
禍でも業務が滞ることなく進められました。社員全員とその家族への抗
体検査の実施のほか、自粛期間中の在宅での生活を少しでも明るく過
ごしてもらいたいと、社員への余興コンテンツの配信など ICT を活用し
た独自の取組みを展開。また今年、伊豆熱川にワーケーション施設を
新設しました。

「財源やスケールに限りのある中小企業でも、知恵を絞れば働きやすい
職場や効率化は実現できます」と広報部の横澤昌典さんは話しています。事業内容：屋内外の電気設備の設計・施工

所在地：横浜市南区
従業員数 ： 37名

向洋電機土木株式会社

中小でも知恵を絞ればここまでできる！
テレワーク推進のパイオニア企業

社内向けの取組み

2008年度 2018年度

34,000㍑
27,285㍑

ガソリン
使用

32,000kwh
24,966kwh

本社電力
使用

2,100時間
1,800時間

労働時間
平均

6,715㍑●減

7,034kwh●

300時間●

減

減

コスト削減も見える化している
（社員数は10名増えましたがコストは削減できました）

遠隔地とのやりとりもオンラインでスムーズに
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男性の行動変革Q&A何から始める？

女性活躍を推進するため、これから「男性の行動変革促進」に取り組みたいという企業
経営者の皆さんの質問を集めました。取組みを始めるにあたり気になる疑問や不安点
に、「かながわ女性の活躍応援団」アドバイザー岩田喜美枝氏がお答えします。

男性の行動変革に
企業として取り組む
メリットって何ですか？

A2.

Q2.

悩
む
よ
り
ま
ず

取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
が

重
要
で
す
！

なぜ女性活躍推進のために、
男性の行動を変えないと
いけないのでしょうか？

A1.

Q1.

　これまで、多くの企業が女性
社員を応援する取組みを実施
してきました。しかし、これま
での働き方は、どちらかという
と、時間に制約のない男性正
社員を前提とし、その結果とし
て、家事・育児の多くを女性が
担うこととなっているため、働く
女性は十分に力を発揮するこ
とが困難な状況に置かれてい
ます。また、「女性には重要な
意思決定は任せられない」など
の男性の無意識の思い込みも、
女性活躍を阻害する要因になっ
ています。
　女性活躍を進めるためには、
こうした男性の働き方、家庭で
の過ごし方など男性の行動や
意識を変えることが必要なの
です。

　メリットは多くあります。ま
ず、男性が行動や意識を変え、
家庭生活、地域活動、趣味、
学習など仕事以外の多様な経
験をすることや、女性を含め多
様な社員の力を活かした経営を
行うことで、イノベーションが生
まれ、企業成長につながります。
ダイバーシティは、新型コロナ
ウイルス感染症を始め、様々な
災害へのリスクマネジメント力
の向上にもつながります。
　また、ワーク・ライフ・バラ
ンスが実現できるかなど、その
企業での働き方は、学生が企
業を選択する際の重要なポイン
トであるため、生産年齢人口が
減少する中、優秀な人財を確保
することにもつながります。
　ワーク・ライフ・バランスが
実現できる企業では、離職率
が低下し売上げが上昇した例が
あります。

かながわ女性の活躍応援団 アドバイザー

岩田 喜美枝
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男性の行動変革Q&A何から始める？

女性活躍を推進するため、これから「男性の行動変革促進」に取り組みたいという企業
経営者の皆さんの質問を集めました。取組みを始めるにあたり気になる疑問や不安点
に、「かながわ女性の活躍応援団」アドバイザー岩田喜美枝氏がお答えします。

※各種助成金、イクメンプロジェクトともに厚生労働省が所管しています。

男性の行動変革のために
まず手始めにできることは

何ですか？

A3.

Q3.
中小企業でも
取り組めますか？

A4.

Q4.

育休マニュアル作成のヒントも満載。
ハンドブック・事例集、研修用資料の
ダウンロードもできます！法で定めら
れた制度についてもこちらをチェック

男性の行動変革を促進する企業を
応援する各種助成金
男性の育休取得を後押しする取組みや、
生産性を高めながら労働時間の縮減な
どに取り組む事業主に金銭的な支援を
する制度があります。

事業主には嬉しいこんな制度も！

両立支援等助成金 検 索
詳しくは

働き方改革推進支援助成金 検 索

https://ikumen-project.mhlw.go.jp/

イクメンプロジェクト 検 索

または

　まずは、女性の仕事領域や
働き方に関して男性社員一人ひ
とりが自分の持っているアンコ
ンシャス・バイアス（「よかれと
思って」「普通はこうだろう」と
いった無意識の思い込みのこ
と）に気づくことが必要です。そ
のために、自社研修にアンコン
シャス・バイアスチェックリスト
を取り入れてはいかがでしょう
か。かなテラスのホームページ
にも掲載されていますので、ぜ
ひご活用ください。なお、各自
治体でもアンコンシャス・バイ
アスに関する研修を実施してい
ますので、管理職の方などが
積極的に参加されることもおす
すめです。
　また、仕事の効率を高めて残
業時間を減らし、その時間を家
庭生活などで有効活用してもら
えるよう、企業経営者や管理職
の方から一声かけることも手始
めにできる取組みの一つです。

　はい、取り組めます。むしろ、
社員一人ひとりの顔が見える中
小企業だからこそ、その利点
を活かすことが可能です。企
業経営者の方々の一声で、残
業ゼロや男性社員の育休取得
などスピード感を持って推進す
ることができ、男性社員の意識
や行動を大きく変えることが期
待できます。また、それぞれの
社員の事情に合わせたきめ細
やかな配慮をすることで、個人
の働き方の見直しにつながり、
ひいては社員のモチベーション
がアップします。
　男性の行動変革に関連する
取組みにより、国からの助成金
を受け取れる場合もありますの
で、ぜひチェックしてみてくだ
さい。
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かながわ女性の活躍応援団
団 員 一 覧

株式会社アイネット
代表取締役兼社長執行役員

坂井　満

アサヒビール株式会社
代表取締役社長

塩澤　賢一

アツギ株式会社
代表取締役社長 社長執行役員

工藤　洋志

キリンビール株式会社
代表取締役社長

布施　孝之

京浜急行電鉄株式会社
取締役社長

原田　一之

JFEスチール株式会社
代表取締役社長

北野　嘉久

株式会社資生堂
代表取締役社長兼CEO

魚谷　雅彦

第一生命保険株式会社
代表取締役社長

稲垣　精二

株式会社髙島屋
代表取締役社長

村田　善郎

株式会社ツクイホールディングス
代表取締役 CEO

津久井　宏
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応援団の取組みや、詳細について
詳しくは下記HPをご覧ください。

かながわ女性の活躍応援団 検 索

飛島建設株式会社
代表取締役社長

乘京　正弘

日揮ホールディングス株式会社
代表取締役会長 CEO

佐藤　雅之

日本発条株式会社
代表取締役社長

茅本　隆司

株式会社ファンケル
代表取締役 社長執行役員 CEO

島田　和幸

富士通株式会社
代表取締役社長

時田　隆仁

富士フイルムホールディングス株式会社
代表取締役社長・COO

助野　健児

富士屋ホテル株式会社
代表取締役社長

勝俣　伸

株式会社横浜銀行
代表取締役頭取

大矢　恭好

国立大学法人横浜国立大学
学　長

長谷部　勇一

神奈川県
知　事

黒岩　祐治

日産自動車株式会社
代表執行役社長兼最高経営責任者

内田　誠
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有限会社湘南車検センター

クルマが大好きだけど、
女性だから仕事として関
わるのは難しいかなと諦
めている皆様に新しいク
ルマ業界のスタイルを見
ていただきたいと考えて
おります。

本城 達也 取締役社長

かながわ信用金庫

女性の活躍と双璧を成
すのは男性の意識改革。
必要なのはお互いを尊重
し、助け合い、支えあ
う姿勢ではないでしょう
か。そしてそれは、信用
金庫の相互扶助の理念と

も一致します。かながわ信用金庫は、全ての職
員が活躍できるよう積極的に応援しています。

平松 廣司 理事長

合同会社ユアブランディング

実績・スキル・意欲はあ
るのに、子育てを機に
会社員としての活躍が難
しくなったママたちが、
フリーランスママとして
家族に応援されながら
活躍できるための支援を

広げます。

大川 龍也 代表社員

ＭＩＮＡＴＯ株式会社

女性が活き活きと輝ける
職場環境を整えていきま
す。

坂巻 健一郎 代表取締役

独立行政法人都市再生機構

当機構の女性活躍推進
により積極的に取り組
み、性別にかかわらずす
べての職員が活躍でき
る職場環境づくりを進め
ていきます。

中島 正弘 理事長

社会福祉法人恩賜財団済生会

医 療や福 祉の職 場は、
女性が主役。済生会は、
女性が輝き、ときめきな
がら働ける職場づくりに
努めています。

炭谷 茂 理事長

株式会社クレディセゾン

女性はもちろん、多様
な人材の活躍に向けた、
活躍に必要な環境作り、
チャレンジを応援する風
土作りなど、一人ひとり
が自分らしく輝く「全員
活躍」の組織変革への

取組みを進めてまいります。

林野 宏 代表取締役会長CEO

日産プリンス神奈川販売株式会社

本社及び店舗の男性従
業員全員がサポ－タ－と
して女性の活躍を支援し
ていきます。

山田 裕 代表取締役社長

株式会社ファルテック

女性活躍推進に関する
取組みをグループ会社内
で共有し推進します。

文屋 仁志 代表取締役社長

「
か
な
が
わ
女
性
の
活
躍
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
女
性
の
活
躍

に
向
け
て
「
よ
し
、
や
ろ
う
！
」
と
思
い
立
っ
た
企
業
・
団
体
等

の
男
性
ト
ッ
プ
の
皆
さ
ん
に
自
主
的
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
制
度

で
す
。
女
性
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
る
男
性
ト
ッ
プ
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

か
な
が
わ
女
性
の
活
躍

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
一
覧

２
０
２
０
年
10
月
１
日
現
在

応援サポーターを随時募集中！

かながわ女性の活躍応援サポーター 検 索

リコーインダストリアルソリューションズ株式会社

多くの幸せな人がいる、
幸せな会社づくりを目指
します。

竹本 浩志 代表取締役
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湘南信用金庫

女性一人ひとりが生き生
きと働ける職場環境の
創出と、その個性や能
力をいかんなく発揮でき
る活力溢れる地域社会
の実現に向けて、これか
らも地域とともに、働く

女性に寄り添うパートナーとして積極的に支援
してまいります。

鷲尾 精一 理事長

株式会社ティー・エム・シー

女性が、やりがいを持っ
て「イキイキ」と働き続
ける環境づくりを目指し
ていきます。

千葉 直樹 代表取締役

株式会社アビリティ・プロモート

男女問わずあらゆる従
業員が安心して最大限
に能力を発揮できるよう
努めることはもちろん、
横浜に根差した企業とし
て、地元で活躍したい女
性に向けての広報活動

に力を注ぎ、女性の採用比率・従業員比率の
向上を目指します。

熊谷 裕之 代表取締役

公益財団法人横浜YMCA
社会福祉法人横浜YMCA福祉会

私たちは、保育園を14園、
学童保育を 8 カ所、高齢
者支援拠点を 6 カ所、子
育て支援拠点を 2 カ所運
営しています。子育て中
の働く女性を支えること、
そして、支える側の働く

女性スタッフ一人ひとりも、自分らしく輝くこと
ができるよう働く環境をさらに整えていきます。

佐竹 博 代表理事・理事長

株式会社KELK

女性がイキイキと活躍
できる環境づくりを推進
し、誰もが “働きやすく”、
“働きがいのある” 自らの
可能性にチャレンジでき
る職場を実現します。

斉藤 雅美 代表取締役社長

株式会社CIJ

新型コロナウィルス感染
症がもたらす影響により
更に働き方の多様性が
求められています。情
報サービス産業である
弊社ではリモートワーク
等、様々な IT を駆使し、

コロナ禍においても女性が活躍できる会社を
目指してまいります。

坂元 昭彦 代表取締役社長

株式会社ワイズラボ

既にスキルがあるにもか
かわらず、育児や古い企
業体質に縛られてスキル
を活かす環境がないと
いう女性は多いと思いま
す。そんな女性に「働き
やすさ」と「働きがい」

を提供するのが弊社の使命です。

豊 純光 代表取締役

株式会社安藤建設

男性女性関係なく、ひと
りひとりが「働きやすい」

「働きがいのある」職場
環 境づくりを目指しま
す。

安藤 竜一 代表取締役

グランコーヨー株式会社

新たに踏み出す１歩に柔
軟性と支え合いの精神
で向き合える企業を目指
し、それぞれの個性ある
１歩を応援します！

大庭 公善 代表取締役

株式会社オーテックジャパン

魅力ある車造りには、女
性の参画が必須と考えて
います。私たちは、女性
がイキイキと働き続けら
れる会社を目指します。

片桐 隆夫 代表取締役社長兼最高経営責任者（CEO）

株式会社アブソルート

従業員のライフスタイル
の変化に対応できる労
働環境を目指し、女性
が責任ある仕事でより
活躍できるよう応援しま
す。

伊藤 永 代表取締役

株式会社WAKUWAKU

「日本住を、愉快に」を
テーマに業界変革を目指
す我が社において、女性
活躍推進の仕組みづくり
は重要なミッションとなり
ますので、積極的に取り
組んでいきたいと思いま

す。そして、女性に限らず、全社員が社名のとお
りワクワク働ける環境づくりを進めていきます。

鎌田 友和 代表取締役

神奈川日産自動車株式会社

女性が、本来持つ能力
を最大限発揮できるよ
うな環境を整備していき
ます。

横山 明 代表取締役社長

株式会社日立ハイシステム21

「 明るく元 気に前向き
に」。女性社員はもちろ
んのこと、社員一人ひと
りがやりがいと充実感を
持って、いきいきと働き
続けられる職場づくりを
推進していきます。

林 良裕 代表取締役 取締役社長

大樹生命保険株式会社

当社は女性従業員比率
が約８割と、多くの女性
が活躍している会社で
す。一人ひとりが活き活
きと輝き、自らの能力を
最大限に発揮できるよ
う、環境を整えてまいり

ます。

吉村 俊哉 代表取締役社長
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株式会社二十一設計

男性社会というイメー
ジを持たれがちな建築
設備設計業界で、女性
が能力を最大限発揮し、
生き生きと輝ける職場環
境作りに取り組んでいま
す。

桑田 哲司 代表取締役

株式会社カワコン

測量という職業が、いか
に女性が活躍できる職
業かを、応援サポーター
として広げていきたいと
思います。

大川 勉 代表取締役

株式会社レオパレス21

個性・価値観を尊重し、
働きやすく、能力を発揮
できる職場環境をつくり
ます。

宮尾 文也 代表取締役社長

株式会社栄港建設

女性が能力を発揮でき
る職場づくりをしていく
ことで、全社員がイキイ
キと働き続けられる会社
を目指します。現場女子
を応援します！

岡田 雅人 代表取締役

横浜高速鉄道株式会社

男女問わず、社員が個性
と能力を充分に発揮で
きる職場環境を整えると
ともに、キャリア意識を
もってチャレンジする女
性社員を応援サポートし
ます。

鈴木 伸哉 代表取締役社長

土志田建設株式会社

女性一人ひとりの活躍を
応援し男女の垣根なく、
頑張る人のために環境
を整え、成果を評価す
る企業です。

土志田 領司 代表取締役

富士フイルムビジネスエキスパート株式会社

会社の成長には多様な
人材が必須です。中でも
女性の活躍は、当社の
女性比率も 4 割と高い
ことから重要な課題と捉
えています。働きやすい
環境とやりがいを感じる

仕事の拡大を全社で取り組んでいきます。

山下 洋二郎 代表取締役社長

奈良造園土木株式会社

女性社員が、定年退職
まで安心して働ける会社
を目指します。

青木 洋一 代表取締役

株式会社ワンスレッド

『家 族 から地 域へ、笑
顔が広がる社会』 仕事
と家庭の両立を支援し、
多様な人材が活躍でき
る環境を整えます。

半田 真哉 代表取締役

ニコスタービューテック株式会社

ファンケルグループの一
員として、女性社員だけ
ではなく、多様な人材の
活躍に向けた環境をつく
り、やりがい、充実感を
持って働き続けられる職
場づくりを推進します。

稲葉 豊和 代表取締役

向洋電機土木株式会社

男性社員の多い建設業
で、女性社員の働きや
すい環境を構築し、女
性の積極登用を推進し、
男女ともに残業時間の削
減等働きやすい会社作
りを進めております！

倉澤 俊郎 代表取締役

株式会社カラー

「幸せに満ち溢れた世界
を創造する」を経営理
念にし、女性活躍はもち
ろんですが、多様性を受
け入れ自己実現を可能に
する会社にします！！

志田 真人 代表取締役社長

ユニプレス株式会社

女性が活躍する企業は、
人を活かし、多様性を活
力にできる企業だと思い
ます。全ての社員が能力
を発揮できる職場づくり
に努め、活力ある社会
の実現に貢献してまいり

ます。

浦西 信哉 代表取締役 社長執行役員

一般社団法人地域創業公益支援機構

自 社 で の 女 性 の 採 用
比 率を令 和3年までに
50％に増やします。ま
た、女性の起業支援の
事業を行っておりますの
で、合わせて女性の「働
く」を支援して参ります。

鈴木 洋平 代表理事

社会保険労務士法人望月事務所

一人ひとりの幸せと生き
がいを追求し、働きやす
い職場環境の実現に引
き続き努めます！

望月 昭男 代表社員
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　近年、多くの企業が女性の活躍推進を成長戦略と位置付け、様々な手を打ってきました。そ

の結果、相当の改善が見られますが、グローバルに見ると日本の女性活躍のレベルはまだ非常

に劣位です。何が原因でしょうか。最大の課題は、過去には多数派であった専業主婦世帯で

の男女の役割分担が現在の多数派である共働き世帯には不適合であることです。つまり、専業

主婦世帯では家事・育児は妻が担い、夫は長時間労働で収入をできるだけ稼ぐのが当たり前

でしたが、この実態が変わらなければ、女性は家事・育児を担いながら職場で男性と同じよう

に活躍することはできないのです。職場における男性の働き方と家庭における男性の生活実態

が女性活躍の阻害要因になっているとの認識から、応援団の今年度のテーマを「男性の行動

変革」としました。

　男性の行動変革の具体的な課題としては、①男性の長時間労働の問題、②男性が家事・育

児・介護をあまり担っていない問題、③男性（特に管理職）の女性の能力・適性・モチベー

ション等に関するアンコンシャス・バイアスの問題、の３つが挙げられます。これらの問題への

対応のためには企業は他社事例から学ぶことが最も早道です。この冊子にも応援団参加企業

の事例が多数収録されていますので、ぜひご参考にしてください。

　男性の行動変革を進めるためには、研修、企業トップからの発信などによる意識啓発だけで

は不十分です。変わったと思った意識は元に戻りやすいのです。意識変革を定着させるために

は、意識啓発と同時にそれを支える人事制度の新設・改定が必要です。例えば、労働時間・

休暇に関する諸制度の見直しや管理職の評価項目へ女性の育成に関する

項目を追加するなどです。意識啓発と制度改正の両面から企業風土の

改革を起こしていただきたいと思います。

男性の行動変革なくして、

女性の活躍なし

かながわ女性の活躍応援団 アドバイザー

神奈川県男女共同参画審議会会長

岩田 喜美枝
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